
令和 6年 12月 23日
№94

社会福祉法人
南木曽町社会福祉協議会
木曽郡南木曽町田立 143-1
TEL 0 5 7 3 - 7 5 - 5 5 1 6

講演会　講師：松川 基 先生　～近年の気象と防災気象情報について～
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第 34 回 南木曽町社会福祉大会

表 彰

講演会 ～ 近年の気象と防災気象情報について ～
講師 / 松川 基 先生（長野地方気象台 次長）

　11 月 17 日㈰　南木曽会館において、「第 34 回南木曽町社会福祉大会」を開催しました。
　当日は、社会福祉事業に尽力された皆様への表彰式と、南木曽町田立出身の気象庁長野地方気象台次
長 松川 基 先生による講演会が行われました。
　当日、ご来場いただいた皆様、協賛・協力団体の皆様には大変お世話になりました。ありがとうござ
いました。

　当日は、地元出身の先生の講演を楽しみに多くの方が会場に足を運
んでくださり、毎日の生活に欠かせない気象情報の話を熱心に聞き
入っていました。
　講演では近年の気象災害の中で、特に南木曽町で発生した災害につ
いて説明があり、改めて豪雨災害につながる降雨量の多い地域である
ことや、全国的、世界的にも気象災害の発生が増加しており、その背
景には地球温暖化の影響があるというお話がありました。最近では防
災気象情報が充実してきているので、それらを有効に利用し「疑わし
い時は行動せよ」「最悪事態を想定して行動せよ」「空振りは許される
が見逃しは許されない」というプロアクティブの原則に則った対応が
必要とのことでした。
　いつ、どこで、どのような災害が起こるかわからない時代の今、先
生の講演をお聞きし、皆さんの防災意識が高まったことと思います。

各表彰を受けられた方々をご紹介いたします。（敬称略・順不同）

●社会福祉事業功績表彰
勝 野 　 実　　伊 藤 民 男　　鈴 木 崇 代　　早 川 親 利
●社会福祉事業功労表彰
郷 原 義 勝
●社会福祉事業善行表彰
松 原 幹 夫　　村 瀬 泰 信

フードドライブへのご協力 ありがとうございました
　この度の社会福祉大会の際には、多くの皆様より
温かいご支援をいただきありがとうございました。
　ご支援いただきました食糧は、まいさぽ木曽（大
桑村民体育館内）を通じて、生活困窮により食糧が
不足している郡内の方へ届けられます。
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社協会費の納入と赤い羽根共同募金運動のお礼
南木曽町社会福祉協議会
南木曽町共同募金委員会

　社協会費の納入につきましては、皆様に大変お世話
になり、厚くお礼申し上げます。
　令和 6年 11 月 21 日現在の状況は、一般会費として、
会員数 1,353 名で 1,353,000 円のご協力をいただきま
した。
　また、特別会費と賛助会費につきましても合わせて
428,000 円のご協力をいただいております。
　ご協力いただいた会費は、いきいき地域福祉支援事
業 ( 敬老会、サロン活動助成 )、心配ごと相談、認知
症家族の会、広報活動事業などに充てさせていただき
ます。

　南木曽町共同募金委員会では令和 6 年 10 月から年
末までの間、赤い羽根共同募金運動を展開しています。
各区長さんを通じてお願いしている戸別募金、企業・
個人事業主様からの募金等で皆様のご協力をいただい
ています。
　今年度の目標額は 1,500,000 円で、令和 6 年 11 月
21 日現在での募金額は 942,250 円となっています。
　共同募金は一旦、中央募金会へ集約されますが、各
市町村募金額の約 75% が各市町村の福祉事業に活用
されるよう翌年度配分されますので、会費と同様に地
域福祉各事業へ充てさせていただきます。

社協会費の納入について

赤い羽根共同募金運動について
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デイサービスセンター

色画用紙、毛糸、布などを用いて季節感ある装飾を作成してフロア内を彩っています。
書く、切る、貼る、ちぎるなど、利用者様がご自身のできる作業に参加されています。

無事に避難できたことを確認し、
木曽消防署南分署長から地震などへの
備えについて教えていただきました。

ボランティアの原信之さんに来ていただきました。三味線、篠笛、
太鼓、手品、歌と盛りだくさんご披露いただき、皆さん喜んでいま
した !

屋台コーナーで焼いたホットケーキと
お好きな飲み物を楽しみました !
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宅老所「喜楽庵」

風水だるまのパッケージ作業 がんばりました !

町長さんと一緒に
お嫁さんまだかな～と
待ちわびて…

綺麗な花嫁さんとお話も
できて嬉しかった～♪

すてきな作品に癒されました利用者さん 職員顔負けの手さばき !

箸ケースの箱詰め作業

みなさん
落ち着いて避難
できました !

たくさん採れた
じゃないの～

作業の様子

ひだまり工房
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〜
介
護
者
の
集
い
（
家
族
介
護
継
続
支
援
事
業
）
〜

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
と
も
な
い

お
休
み
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
5
年
ぶ
り
に
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
木
曽
広
域
連
合
で
介
護
保
険
の
お
話
を
伺
い
、
地
域

に
あ
る
介
護
保
険
施
設
の
見
学
を
し
、
ご
参
加
頂
い
た

介
護
者
の
方
か
ら
は
「
出
か
け
る
こ
と
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
し
た
！
」「
介
護
保
険
の
話
が
分
か
り
や

す
く
て
良
か
っ
た
で
す
」
等
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

●
令
和
6
年
度 

担
い
手
研
修
会 

開
催

　
今
年
度
も
8
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
「
な
ぎ
そ
・
お

た
す
け
隊
」
の
担
い
手
研
修
会
を
開
催
し
、
全
5
日
間

の
日
程
で
12
名
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
地
域
の
課
題
や
、
こ
ん
な
こ
と
な
ら
手

伝
え
る
、
や
っ
て
み
た
い
な
ぁ

〜
と
思
う
こ
と
を
み
ん
な
で
考

え
、
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
希
望
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
協
力
会
員
の
登
録
を
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業

地
域
支
え
合
い
の
会
「
な
ぎ
そ
・
お
た
す
け
隊
」

●
全
体
会
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会 

開
催

　
7
月
31
日
㈬ 

南
木
曽
会
館
に
て
、
お
た
す
け
隊
全

体
会
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
体
会
に
続
き
、
安
曇
野
社
会
福
祉
協
議
会
の
岡
村

律
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
人
生
１
０
０
年
時

代 

ど
う
生
き
て 

ど
う
逝
く
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
」と
題
し
て
、講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
〝
い

の
ち
〞
に
つ
い
て
見
直
す
良
い

機
会
に
な
り
、
家
族
で
話
し
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た
」

「
健
康
で
生
き
が
い
を
見
つ
け
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

●
地
域
巡
回
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
共
催

　
9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
7
分
館
で
町
主
催
の
地

域
巡
回
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
共
催
で
開
催
し
ま
し

た
。
木
曽
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
、
嚥
下
障
害
、
認

知
症
予
防
に
つ
い
て
の
講
義
や

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
〜
な
が
ら
動
作

〜
、
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
体
験
し
ま

し
た
。
嚥
下
障
害
分
野
で
は
、
入

れ
歯
の
手
入
れ
方
法
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
参
考
に
な

る
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

●
サ
ロ
ン
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
会

　
10
月
1
日
㈫ 

社
会
体
育
館
に

て
サ
ロ
ン
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
長
野
県
ボ
ッ
チ
ャ

協
会
よ
り
、
高
野
仁
美
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
ル
ー

ル
や
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
体
験
し
、
暑
い
日
で
し
た
が

大
勢
集
ま
り
、
久
し
ぶ
り
に
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。
初
め
て
体
験

し
た
方
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
す

ぐ
コ
ツ
を
つ
か
み
、
チ
ー
ム
で
作

戦
を
た
て
な
が
ら
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
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認
知
症
講
演
会

　
9
月
29
日
㈰ 

南
木
曽
会
館
に
お
い
て
医
療
法
人
敦

賀
温
泉
病
院 

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー 

院
長 

玉
井

顯
先
生
を
お
迎
え
し「
認
知
症
っ
て
な
ん
じ
ゃ
ら
ほ
い
」

と
題
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
リ
モ
ー
ト
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
歴
史
か
ら
最
新
の
治
療
薬
の

お
話
、
認
知
症
予
防
の
『
さ
・
し
・
す
・
す
・
せ
・
そ
』

ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
ご
講
演
い
た
だ
き
、
参
加

さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
今
後
の
生
活
の
参
考
に
な
っ
た
」

「
新
し
い
知
識
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
し
あ
わ
せ
を
感

じ
る
事
が
大
切
」
な
ど
、
様
々
な
ご
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
11
月
7
日
㈭
に
南
木
曽
中
学
校
1

年
生
、
11
月
28
日
㈭
に
南
木
曽
小
学

校
3
年
生
を
対
象
に
開
催
し
ま
し

た
。
中
学
校
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、
小
学

校
で
は
紙
芝
居
を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
認
知
症
に

つ
い
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
な
ど
を
熱
心
に

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

南木曽小学校
3 年生

南木曽中学校
1年生

　認知症の方とその家族、地域の方、どなた
でもご自由に参加できる集いの場を北部と与
川で開催しました。
　沢山の方にご参加いただき、なごやかに、
にぎやかに、おしゃべりに、楽しくすごして
いただきました。今後も計画していきますの
で今回、参加できなかった方もぜひ、お気軽
にお出掛け下さいね！

開催しました
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あ
た
た
か
な
ご
厚
志 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
6
年
7
月
〜
令
和
6
年
11
月 

受
付
分
（
敬
称
略
）

【
寄
付
金
】

　
木
曽
建
設
労
働
組
合 

南
木
曽
支
部

【
寄
付
品
】

　
渡
辺
理
恵

　
南
木
曽
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
浅
井
輝
栄
子

　
日
室
兼
美

　
松
原
昭
美

　
大
宮
礼
子

　
小
幡
き
み
よ

編
集
後
記

　
今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
い
日
が
続
き
、
外
回
り
を
す

る
ヘ
ル
パ
ー
一
同
、
毎
日
が
暑
さ
と
の
戦
い
で
し
た
。

そ
し
て
、
や
や
短
め
に
感
じ
る
秋
も
過
ぎ
急
に
冬
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
思
え
ば
1
月
1
日
に
大
き
な
地
震
か
ら
始
ま
っ
た
今

年
。
気
が
つ
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
も
う
12
月
。
歳
を

数
え
る
た
び
に
1
年
過
ぎ
る
の
が
早
く
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
今
年
1
年
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
来
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 

Ｓ
）

ひだまり工房では、12月中旬より焼き芋販売を始めます。
仕入れの都合上、予約販売が基本となりますので、お手数をお
かけしますが事前にご予約くださるようお願いします。
なお、ご予約は前週の金曜日までにお電話にてお願いします。

☎0573-75-5223（9:00~17:00）
※配達についてはご相談ください。

個人支援ボランティアを募集します
　定期的に「体や手先を動かしながら健康維持や生活に繋がるこ
と」を一緒に継続しておこなっていただける、個人への支援活動
ボランティアさんを募集します。

　お話だけでなく一緒に活動を共有していただきたい
という思いがあります。様々なことに関心があり、得
意なことを一緒に楽しんでいただけるボランティアさ
んを募集していますので、ご協力いただける方は南木
曽町社会福祉協議会へ詳細をお問合わせください。

【お申込み・お問い合わせ】
南木曽町社会福祉協議会

TEL 0573-75-5516
＊＊75-5516

FAX 0573-75-5521

【希望条件】
男女年齢は問いません。時間を共有し、継続して関わって
いただける方。

【活動例】
●一緒に運動をする。
（バトミントン、自然散策、卓球、水泳など）
●趣味活動を一緒に共有する。
（楽器演奏、大工仕事、手芸など）
●ボランティアさんの得意なことを一緒に共有する。
●日々の活動・様々な思いをブログやホームページで公開
　したいので、プログラミングから教えて欲しい。

　なぎそ・おたすけ隊とは住民同士
の助け合いの活動です。
　12 月～ 3 月の間、「雪かき隊」と
して活動していただける方を募集し
ます。活動場所は利用会員として登
録をしていただいて
いる方の玄関から生
活道路までの通路と
生活に必要な範囲に
なります。


